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令和６年度「京・資源めぐるプラン」の中間見直しに向けた基礎調査 

仕様書 

 

１ 委託業務名 

「京・資源めぐるプラン」の中間見直しに向けた基礎調査 

 

２ 目的 

本市では、食品ロスやプラスチック問題などの世界的な課題への対応、大規模

自然災害の発生等の危機等にも対応可能な廃棄物処理体制の整備、更なるごみ減

量等を図り、持続可能な循環型社会の実現を目指すため、令和３年３月に「京・

資源めぐるプラン－京都市循環型社会推進基本計画（2021-2030）－」（以下、「現

行計画」という。）を策定し、各種取組を進めているところである。 

現行計画策定後からこの間、循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行や

カーボンニュートラルの達成に向けた動きが、国内外で加速しており、令和６年

度に環境省が策定予定の第五次循環型社会形成推進基本計画（案）では、地方公

共団体に、地域の資源循環や再生可能資源を活用した資源循環システムを構築す

ることが求められているなど、廃棄物・資源循環分野を取り巻く社会情勢は変化

し続けている。そうした情勢を踏まえ、京都市では、令和７年度に現行計画の中

間見直しを行うこととしており、令和６年度秋頃から京都市廃棄物減量等推進審

議会（以下「審議会」という。）において、現行計画の中間見直しに向けた審議

を開始する予定である。 

そこで、本業務では、現行計画の中間見直しの検討に必要となる基礎的な調査

を行うものである。 
 

３ 履行期間 

契約締結の日から令和７年３月３１日まで 
 

４ 業務内容 

⑴ 新たな資源循環施策を検討するための基礎調査 

ア 資源物回収に関する事例収集 

先進的な取組を実施している国外、国内（自治体、市民団体、民間事業者

等）の事例について情報収集を行う。 

イ 新たな資源化対象品目の検討 

アの調査及び京都市のごみ処理体制を参考に、京都市において新たに資源

化することが可能な品目をリストアップし、京都市のごみ組成実態等を踏ま

え、効果（資源化量の増加量）や課題等について整理する。 

ウ 具体的なフィージビリティ・スタディ調査 

バイオマス（生ごみ等）及び使用済紙おむつの２品目の再資源化方策につ

いて、①対象範囲（家庭ごみ、事業ごみ、それぞれの一部など）、②回収方

法（拠点回収、定期収集、定期収集後の機械選別）、③処理方法（処理方式
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だけでなく直営、民間関与も含む）の組み合わせによって品目ごとに複数案

を設定し、実現可能性を調査・検討する。 

⑵ 観光ごみ量調査 

平成３０年度に平成２８年度時点での本市の観光ごみ量を推計したが、そ

の後、インバウンド需要やコロナ禍、東京オリンピックに合わせた宿泊施設

誘致などの動向があったため、再度、直近の観光ごみ量を調査する。 

ア 観光ごみ量の推計 

平成３０年度に実施した観光ごみ量（推計）を最新の統計等を用いて更新

する。 

イ 観光ごみの評価手法の検討 

年々変わる観光動向による観光ごみ量の推計、観光ごみ対策としての施策

ターゲットの分析等に資するよう、観光客一人当たり原単位等の評価手法を

検討する。 

⑶ イベントごみ量の推計 

「観光のまち」であり「学生のまち」である本市では、お祭りや観光行事、

学園祭など多数のイベントが開催され、それに伴って多くのごみが発生し、そ

の大半が使い捨てである。そこで、イベント主催者の理解促進を図るとともに、

新たな施策立案に活用することを目的に、本市域内でのイベントごみ量を推計

する。 

 

５ 委託業務の進行等 

審議会での中間見直しに係る審議は、令和６年秋頃から令和７年秋頃までの約

１年間で審議会の部会で５回程度審議する予定（各回の時期や議題などの詳細は

未定）である。 

本調査結果を部会資料の一部の活用することを想定しているため、令和６年１

２月までに各調査の速報結果が得られるよう計画的に業務を進めること。ただし、

審議会及び部会の資料は調査結果を基に本市が作成する。 

 

６ 調査報告書の作成 

成果物として、４の各調査の結果を調査報告書として取りまとめる（チューブ

ファイルで綴じた紙媒体２部及び電子データ一式）。 

※ 電子データは、ＣＤ－Ｒに記録して納品すること。電子データのファイル形

式は、ワード・エクセル・ＰＤＦ・ＪＰＥＧ・ＴＩＦＦとし、その他のファイ

ル形式を用いる場合は協議のうえ決定すること。 

 

７ 留意事項 

・ 本市担当職員との連絡を密にして業務に当たること。 
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・ 業務の進捗状況については、本市担当職員と協議し、その指示に従うこと。 

・ 本業務の実施により得られた成果は、京都市に帰属する。 

・ 本仕様書に疑義が生じた場合は、本市担当職員と協議し、その指示に従うこ

と。また、協議の結果を記した書面を本市に提出すること。 
 

７ 調査にあたっての本市からの提供資料 

・京・資源めぐるプラン－京都市循環型社会推進基本計画（2021－2030）－ 

・京都市一般廃棄物処理実施計画 

・「京・資源めぐるプラン」の進捗状況（第 71回京都市廃棄物減量等推進審議会資料） 

・新 正しい資源物とごみの分け方・出し方 

・「平成 30年度『新・京都市ごみ半減プラン』進捗状況調査及び次期計画策定に

向けた実態調査業務調査報告書」 

・京都市細組成調査結果（概要） 

 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000282382.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/menu1/category/1-23-2-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/shingikai_kekka/kankyo/0000320490.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001967.html

